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　2000 年 12 月 7 日 （木）， 朝 8 時起床 ，
9 時 10 分 に ホテ ル を出発．

　地 下鉄の テ ユ イル リ
ー
駅 （Tuileries） か らい つ もの ように乗車． 1番線 の ラ ・デ フ ェ ンス

（La 　D6fense）行 きで 5 つ 目の 凱旋門 （シ ャ ル ル ・ド ・ゴ ー
ル ・エ トワ

ー
ル ： Ch ．　De 　Gaulle−

Etoile）で 下 車 ， そ こ で 地下 鉄 2 番線 に 乗 り換 えて 2 つ 目の ボ ル ト ・ドー フ ィ
ー ヌ （Porte

Dauphine ）駅 で 下車， こ れ は 終点．地下鉄 を出る と 目の 前 に，なつ か しや 日本で よ く見 る枝

ぶ りの 松の 林 が あ っ た．そ こ に広 場があ り， 向こ う側 の 角に Universite　de　Paris−Dauphine と

壁 面に 大 きく看板の か か っ た ビ ル が見 えた．それ がパ リ第 9大学 ドー
フ ィ

ー
ヌ だ．

　 9時 45 分到着．大学の 門と建物 の 問は な く， 門イ コ
ール 建物の 入 り口 だ っ た ．こ の 大学 は 以

前 ， NATO （北大西洋条約機構）の 本部が あ っ た所で ， 建物 もそれ を使 っ て い る 由．入 り口の

守衛 さ ん に 「企 業財務 と マ ネ ジ メ ン トの 欧州研 究所 」 CREFIGE （Centre 　Europ6en 　de

Recherche　en 　Finance　et 　Gestion ： European 　centre 　of 　research 　in　corporate 　finance　and

management ）の チ ェ ア マ ン の ア ン リ ・ブ ッ カ ン先生 （Pro £ Henri　Bouquin ） に会い た い と

い う。F610 が研 究 室 ，
こ れ は 日本 で は 7 階 に相当，そ こ に行 っ て廊下 を歩い て い る と ， 前か ら

ブ ッ カ ン氏 ら しき人 が や っ て 来 た． 175cm くらい の 人 だが ， 非常 に よ く肥 えて い て ， とて も優

しそ うな顔つ き， 穏やか な人 ．

　研究室に通 され ，早 速おみ や げの 浴衣 を渡 し， 大下 丈平 ・丸田起大両教授の 「ブ ッ カ ン ・フ

ラ ン ス 管理 会計」 （同文舘）（注 1） にサ イ ン を求め た． これ は フ ラ ン ス の 管理 会計 の 本で
， 日本

に 翻訳 され た最 初 で 唯
一一

の 本 だ．九州 大 学の 大 下 先生 か ら 10 月 は じめ 頃 に こ の 本 を い た だ い

て か ら
，

10 月 23 日に は ブ ッ カ ン先 生 に E メ イル を出 し て 訪問 を依頼 して い る ．（こ れ は大下氏

の 情報に よ る ．同氏 は ，9 年程前 にプ ッ カ ン教授の とこ ろ に 1年間留学 して お られ る ．）

　ブ ッ カ ン先生の 研 究室に入 る と ， そ の 中 は乱雑で は ない が ， 院生 た ちの 分厚 い 学位論文 な ど

が た くさん 机上 に積 まれ て い た，

　こ の 小 稿 は ， 旅行記 を通 じて 日仏 米の 管理 会計 シ ス テム の オ リ ジナ リテ ィ は何 か に つ い て 考

察す る こ とを目的と して い る ．

＊ 学 会誌 編集 委 員長　筑 波 大学教 授
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日仏 米 の 管 理 会 計 を論 じあ う

　今 日は研究室で ， まず次の よ うな事項に つ い て 質疑応答 しなが ら議論 した．予め大下 先 生 ら

の 翻訳書 を読 ん で きたの で ， ブ ッ カ ン 先 生 の 大体 の 考えは わ か っ て い たが ， 以 下で は話の 順序

として ，本に 書い て ある先生 の 考え も紹介 しなが ら ， 議論の 内容 を整理 して お く．

（1）　 私は フ ラ ン ス 語の gestion の 言葉 の 意味 をは じめ に聞 く．英語 の マ ネジ メ ン トに 相当

　　 する フ ラ ン ス 語が な い の で ， こ れ は英語の management よ りもやや狭 い ら しい が ， ほ ぼ

　　　同義に使わ れて い る との こ と．

（2）　 ブ ッ カ ン 氏に よれ ば ， フ ラ ン ス の 「分析 会 計」 （analytical 　accounting ；comptabilit6

　　 analytique ）で 示 され て い る 「合理 的配 賦」 とい うの は ABC と 同 じ考 えに よる 同質性原

　　 価 伍omogeneous 　costs ）を主 張 して お り， ある コ ス トドラ イバ ー （配賦 基準）の もとに

　　　コ ス トが 同質的 に ふ る まう業務 グ ル ー プ を捉 え ， そ こ で の コ ス トを同質的原価 と い う．

　　　した が っ て
，

ブ ッ カ ン 氏 に よれ ば ， ABC な ど新 し くもな い ．

　（3）　 ブ ッ カ ン 氏 に よ れ ば，ア ン グ ロ サ ク ソ ン 諸国の 「バ ラ ン ス ド ・ス コ ア カ ー ド」 （R ．キ

　　　ャ プ ラ ン らの 提唱 した もの ）は ，フ ラ ン ス の 「タ ブ w − ・ド ・ボ ール 」 （tableau　de　bord

　　　を彼 らは 「再 発見 した 」に す ぎな い と． タ ブ ロ
ー ・ド ・ボール とい うの は フ ラ ン ス の エ

　　　ン ジ ニ ア の 業 績評価尺 度で あ り ， 品質や生産時間など物理 的基 準に よる 総合的評価表で

　　　あ る．

　　　 私 も，
バ ラ ン ス ド ・ス コ ア カ

ー
ドな どは ，日本が TQC の推進 に用 い て きた 「方針管 理」

　　　の 仕組 みの 焼 き直 しだ と い う．つ ま りわ れ わ れ の 方が 先行 して い たの だ ．

　（4）　 ブ ッ カ ン氏 に よれば ， 「マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ
ール 」 （R ．ア ン ソ ニ ー

の もの ） は米国

　　　で はほ ぼ 管理会計に 等 しい もの とみ な され て い る が ， フ ラ ン ス で は そ うで は な く， 管理

　　　会計は その
一

部 にす ぎず ， ほ とん どは マ ネ ジ メ ン トの 領域 に属す る と考 えられ て い る と

　　　の こ と，また ，
こ こ で

， （3）の バ ラ ン ス ド ・ス コ ア カ
ー

ドに も関係す るが ， マ ネ ジメ ン

　　　 ト ・
コ ン トロ ール は会計の 財 務 的な機能 に対 して ， 「競争相手」 （ラ イバ ル ）に な る もの

　　　だ とブ ッ カ ン氏 はい う．

　（5）　 私は管理 会計の 対象や 目的 とマ ネジ メ ン トの それ と を区別 しなけれ ばな らな い こ とや ，

　　　財 務情報 と非財務情報 ， あ るい は財 務 目的 と非財務 目的の 区別 に つ い て は 同意す る し ，

　　　会 計 の 本 質が 財務 情報 の シ ス テ ム で あ る こ とに も同意す る． しか し， 両 者が ライ バ ル だ

　　　とい う意 見 に は反 対 した。そ の 理 由は ， 物理 的評価尺 度の パ ー フ ォ
ーマ ン ス （品質や リ

　　　ー ドタ イム 等）を高め れ ば
， 財 務指標の パ ーフ ォ

ーマ ン ス も高 ま り， 両者 は相 関 して い

　　　る か らだ と主張 した．

　（6）　 また ， ジ ョ ン ソ ン らが
“Relevance　Regained ”

で の べ た よ うに，「管理会計は無益 の 長

　　　物で
， 現 場の ボ トム ア ッ プ ・

ア プ ロ ーチ こ そ重 要だ」 とい うの は ， 日本的 マ ネ ジメ ン ト

　　　に対す る誤 解 だ と私 は 主張 した．すな わち ， 「方針管理」 の も とで 上 位 の 予 算 目標そ の 他

　　　の 目標 は 組織階層をJl頁次下 に 向 っ て ブ レ ー
ク ダ ゥ ン されて い き， 財務 目標 に つ い て は こ

　　　の 目標分 割機 能や 目標設 定機能が管理会計 の 役割で あ る。そ れ らの 諸 目標 は 下 位 に行 け

　　　ば行 くほ ど物 量 目標 に な り， そ れ は ボ トム ァ ッ プ に 改善 活 動 を通 じて 達成 して い か な け

　　　れ ば な らない と． こ こ で も管理 会計 に よ る 財務 的 コ ン トロ
ール と ， 現場 で の 物量的 コ ン

　　　トロ ール は 相互 に補完的な関係 が ある ．

　（7）　 ブ ッ カ ン氏 に よる と ， 「異な る 目的は異なる 原価 を」 となる と ， 多元 的な会計 シ ス テ ム
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　 　 　 　 管理 会計の 国 際比 較の
一
齣

一

　　が 必要 となるが ， フ ラ ン ス で は ，
こ の 問題 を処理する た め に ，

一
般会計 （財務会計） と

　　「分析会 計」 を結合 した 「会計情報 シ ス テ ム 」 を構築する議論 もあ る． しか しブ ッ カ ン 氏

　　は
， まず単純 なモ デ ル の もとに管理会計 を構築 し ， それ を様 々 な 目的 に弾力 的 に運 用 す

　　 るの が よい と提 案 す る ．私 は ， ブ ッ カ ン 氏 の 考 え は ， シ ュ マ
ー

レ ン バ ッ ハ の 基礎 計算

　　（Grund 　Rechnung ）と目的計 算 （Zweck 　Rechnung ）の 考え と同様だ とい うと ， 同氏は確

　　か に ドイ ツ の 流儀 と同様だ ろ うと い う．

　　　しか し，私 は他 方で ，今 日で は財務 会 計 の   連結 決 算 ，   連 結 セ グ メ ン ト会 計 ，   連

　　結キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー会計な ど に つ い て は ， む しろ管理 会計 と財務会 計は利 用者面 で も，

　　利 用 目的 も， 手法 も ， 共通 の 面 が多い と主 張 し ， 両者の 統合 を主張 した．

（8）　 ABC との 類似 性が見 られる技法 と して ， 私 は米 国 の NAA の マ ッ ク フ ァ ラ ン ドに よ る

　　「キ ャ パ シ テ ィ
・コ ス ト論」 をの べ た ．ブ ッ カ ン氏の キ ャ パ シ テ ィ

・コ ス ト観 は 固定費の

　　全部原 価計算手続 きに と どま っ て い た ．「マ ネージ ド ・キ ャ パ シテ ィ
・

コ ス ト」 と 「コ ミ

　　 ッ テ ッ ド ・キ ャ パ シ テ ィ
・

コ ス ト」 の 区分か らは じま り， さ らに 多様 に そ の 発 生源 泉 に

　　 よる 区分や段 階的固定費回収計算や そ れ に よ る 貢献利益法が ABC に よ る 固定費の 変動化

　　 と同 じ発想だ との べ た私の 主 張に は 彼 は 同意 して くれ たが ， フ ラ ン ス で は ， キ ャ パ シ テ

　　 ィ ・コ ス トに その よ うな多様 な区分は して い な い とい う．

（9）　 フ ラ ン ス の
一

般会計 （財務会計） と して の 「プ ラ ン ・コ ン タ ブ ル 」 （plan　comptable ）

　　は会計原則 で あ り，法律 で もあ り， 第 2 次大戦直後の 1947 年 に 設定 さ れ た． そ こ か ら

　　「分析会計」が 原価 の 全 部原価計算基準 として 派生 して 設定 され た の が 50 年代 で ある と

　　ブ ッ カ ン氏 が い う．私 は ，
こ れ らの発展 プ ロ セ ス は ， わが 国の 「企 業会計原則」の 設定

　　か ら 「原価 計算基準」の 設定 へ の プ ロ セ ス と時期 的 に も設定目的 か ら も非常 に類 似 して

　　 い る．その 後 ， 原価 計算基 準が古 くな っ て しま っ て い る点 も同様だ ， と応 じた．

（10） 最後 に ， 私 は 90 年代の 10 年間に お け る 日本の 不況か ら ， 企業 の 主 目標や 会計 目標が

　　株主 重視 に 変わ り， キ ャ ッ シ ュ フ ロ
ー

や EVA が 注 目され る よ うに な っ て きた こ とをの べ

　　た ．こ れ は戦後の 日本の 高度 成長期 を通 じて マ
ー

ケ ッ トシ ェ ア な い し売上 や 利益 が 重視

　　され ， 株主 よ りも従業員の 雇用 が 重視 されす ぎて きた こ と ，
つ ま り株主 が軽視 され投下

　　資本の 利用効率が軽視 されて きた こ とへ の 反省か ら大 きく変化 した もの だ との べ た．

　　　しか し ， EVA な ど経済的利益で は 資本 コ ス トが 重 視 され ， 資本 コ ス トの 削減 に はム ダ

　　な資産の 低減が求 め られ る の で ， こ れ に は 従 来か ら の 日本流 の JIT 生 産方式が 有効で あ

　　る と も私は 主張 した ．また EVA 類似の 社内金利制度 もある こ とを い う．

以上 の 議 論 を トピ ッ ク 別に 要約表に まとめ る と，本稿末の 注 2 の よ うに な る ．

フ ラ ン ス の 学位 論 文 と学会 誌 の 言 語

　 こ こ まで 話 し合 っ て い た と き， ブ ッ カ ン 氏の 同僚 数人が 研究室に 入 っ て きた．特 に ，CRE −

FIGE の バ イス ・プ レ ジデ ン トを して い る ベ ル ナ ール ・コ ラ ス教授 （Prof．　Bernard 　Colasse）

ほか 2〜 3人 の 先生 が や っ て きた ．最近 PhD をと っ た ル ー マ ニ ア の 先生 （イ ン フ レ
ー

シ ョ ン会

計の 専門家） と
一

緒 だ っ た ．

　彼 らは
一

緒 に会計 とマ ネ ジメ ン ト向けの 院生 の 図書室 に 案内 して くれた．多 くの 院生 は そ こ

で 勉強 して い たが，
一

部の 院生た ちと
一

緒に写真 を撮 る．米 国 とヨ ー ロ ッ パ の 主 な会計 ジ ャ
ー

ナル が揃 っ て い た の で ，羨 ま し く思 っ た． （そん なこ とは ， 日本 の 経 営 学 部 で も同様 で あ ろ う
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が ， 筑波 の 工学系 で はそ うで はな い ．） こ の 大学 で の ドク ター
論文 の これ まで の 在庫 も見せ て

くれ た．最近 号の 論文 タ イ トル の あ る 表紙 の コ ピ ィ が すべ て 壁 に貼 られ て い た ． 日の 丸の 旗の

よ うな印が学位論文の 背表紙の 上 に つ けて あ り， 中味はすべ て フ ラ ン ス 語 で あ っ た．英語 で は

書か な い とい う （ただ し， 1ペ ージの英文サ マ リ
ー

が最後の ペ ージ に つ けて あ る，）

　また ，フ ラ ン ス の 「会計， コ ン トロ ール お よび 監査」 （Comptabilit6，
　Contr61e

，
　Audit） と称

す る学会誌 も紹介 され た が ，
これ も フ ラ ン ス 語 オ ン リー

で あ る．ち な み に ， 「コ ン トロ
ール ・

ド ・ジ ェ ス チ ョ ン （Contr61e 　de　Gestion）は 英語 で い うと
，

マ ネジ メ ン ト ・コ ン ト ロ ール に 当

る ． こ れ らの フ ラ ン ス 語 を見て
， 私 は ブ ッ カ ン教 授 に 「フ ラ ン ス が 自国 の 文化や 言語 に誇 りを

強 くもたれ るの は実 にす ば ら しい こ と と思 うが ， 国 際 的 な研 究 交流 に と っ て は英語 をもっ と使

わ ない と まず い の で は．」 と率直 に い うと ， 「そ の 問題 はあ る」 とブ ッ カ ン氏 も認 め る ．だが ，

こ の こ とはわ れわ れの 学会誌 「管理 会計学」で も似 た り寄 っ た りだか ら ， 人 にい えた 義理 で は

ない ．

　今 回の ブ ッ カ ン氏 との 議論の 多 くで も ， ABC や バ ラ ン ス ド ・ス コ ア カ ー ドと同様の もの は ，

以前か らフ ラ ンス にすで に 存在 して い た と強 く主張 して い る点 に も， フ ラ ン ス 人の 誇 りが 感 じ

られ る．

フ ラ ン ス の 博士 課程院生 た ち と論 じ あ う

　さて 次 に は ， われ われ
一

同は別棟 の 新館 の 方へ 向い
， 今度は 私 は博士課程の 院生 た ちの 教室

に連 れ て 行 か れた ．約 30 名近 くい た ． こ れ に は ち ょ っ と驚 い た ． こ れ は 予 期 し なか っ たが ，

ブ ッ カ ン 先 生 の ア レ ン ジで 私 を待機 して い た．パ リ第 9大 学で は経 営 学分野 の 博士課程で こ れ

だ けの 数の 優秀な院生 を抱 えて い る と い うこ とは
， 敬服すべ きこ とで ある ．

　 1 人 1人 が研 究 テ
ー

マ をの べ て 順 に 自己紹 介 して くれ た．財務 会 計，経営管理 ， 監 査 ， 管理

会計 ， 環境 会 計 な どの テ
ー

マ を持つ が ， 多 くは管理 会計の テ
ー

マ で あ っ た ．EVA とか 組織変革

（戦略 ）， 予算 ， ABC ！ABM な どの テ
ー

マ が多か っ た．私は彼 らの研 究 テ
ー マ に対 して コ メ ン ト

を求め られ ，
こ こ で 1時 間ほ どい ろ い ろ な質問に 答え なが ら話 を した ．

　 フ ラ ン ス で は ， EVA もパ ブ リ ッ ク ・セ ク タ ーの 組織 へ の 適 用が テ
ー

マ に な っ て い る ．フ ラ ン

ス で はほ とん どの 大 企 業は パ ブ リ ッ ク
・セ ク タ

ー
で あ り， 株式 は民 間 と共 同だが ，大部分 は官

有で あ る． 自動車会 社 の ル ノ ー
の よ うに プ ラ イベ ー ト ・カ ン パ ニ ーだが ， 官の 株所有が あ る会

社 もある ．EVA は株価に 連動す る とい う点が 「売 り」 だか ら ， ち ょ っ と違和感が あ っ たが ， 彼

らは 公的企業で も資本効率 を高め る に は こ れ が役 に立 つ だ ろ うとい う．

　私 は こ こ で も また ， EVA と類似 の もの は早 くか ら日本 に もあ る とい い ， 日本の 社内資本金 制

度の もとで の 社内金 利制度 を紹介する ． こ れ に よ る と ， 事業部借入 金 ， 事業部 資本金 ， 事業部

留保利益 の すべ て に金利 をか ける 実務慣行 もあ り， さ ら に そ の 上 に税引後利益 か ら配 当見合 い

まで 本社が取 る と．

　私 も国粋 的 あ るい は 中華的なフ ラ ン ス 人に ほ ん の 少 し接 した だ けで ， い さ さか 国粋 的 に な っ

て きたが ， ア メ リカか ぶ れで 米 国の 技法の 上 皮だ け を さす っ てい る 日本の 会計人 が い る とすれ

ば ， ブ ッ カ ン 先生 の ような フ ラ ン ス 人 を見 な さい とい い たい ．

　 しか し ， 実態 と して は人 間の 考 える マ ネ ジ メ ン トの シ ス テ ム に は，洋の 東西 を問わず ， そ れ

ほ ど大差の な い もの が切磋 琢磨 して 作 り出 され て い っ て い る とい うこ とだろ う （注 3）．そ こ に真

の イ ノ ベ ー シ ョ ン と呼べ る もの が ， 時々 出て くる の だ．
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　次 に は ， 「e ビ ジネ ス に つ い て は誰 も研 究 しな い の か」 と私か ら逆 に 院生 た ちに刺戟 を与えて

み た．組 織の M ＆A に 関心 の ある 院生 が 数 人 い たの で ， M ＆A や ア ウ ト ソ
ー

シ ン グ や シ ェ ア
ー

ドサ ー ビス な ど組織再編の 経済原 理 は何か に つ い て ， 私 は 自説を開 陳 した ． い わ く， 「IT が 普

及 して くる と
， 取 引 コ ス トも管理 コ ス トもともに小 さ くな るの で ， 企 業組織の 境界 を決定す る

要 因 と して の 取 引 コ ス トの 理 論 （コ ース 教授 の 取引 コ ス ト理 論） は もは や役立 た な くな る可能

性が あ る． 日本で は組織再編 は連 結で の 企業価値 や フ リ
ー

キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
， ある い は EVA ，

あ る い は もっ と単純に ROI や ROE に 及ぼ す効果 を考慮 して 決め られ る よ うにな っ て きた 」 と．

　 こ れ に対 し， あ る女子 院生 が 「e メ イル はか え っ て 企業 内や 企 業外で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の コ ス トを高め る の で は あ りませ ん か ？　 私 は e メ イル を使 うよ うに な っ て か ら，か えっ て メ

イル を書 い た り返事 を した りで 忙 し くな りま した ．」 と反論 して きた （
一

同爆笑）．鋭 い 指摘で

ある ．つ ま り， IT は取引 コ ス トや 管理 コ ス トを軽 減させ る どこ ろ か ， 逆 に高め る要因だ とい い

た い の だ ろ う．だ が ， 私 は少 し踏 ん 張 っ て や や紋切 型 に答 えた．「
一

昨 日 ， 私 はモ ン ・サ ン ・

ミ シ ェ ル （Mont ．　St．　Michel ： ノ ル マ ン デ ィ地 方に あ り，
聖 ミカ エ ル を祭る古い 寺院で 修道院

か つ 要塞．岩山の 孤 島で 陸 と は砂州で 繋が っ て い る ．）まで パ リか ら TGV と い う新幹線で 行 っ

て ， 日帰 りで 見学 して きた ．昔は 日帰 りは とて も無理 だ っ た ろ う，今 は新 幹 線が で きて 生産性

は 確か に 上 が っ た が ，とて も忙 し く， 疲労 もつ の る．ITの 発達 もこ れ と同 じで し ょ う．しか し ，

メ イル や 通 信の 発達 で 企 業内で コ ン カ レ ン ト ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ （concurrent 　engineering ）

や 協働 （collaboration ）が促進 され ， 製 品の 開発や 生 産 な どの リ
ー ドタ イム が短縮 され る ．組

織 内の 縦 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン も多層が不要 に な り， フ ラ ッ トに なる ．IT に よ っ て市場で の 取

引 コ ス トだ けで な く， 企 業組織内で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・コ ス トや 管理 ・調整 コ ス トが 削減

され る ．」 と強調 して お い た ．だ が ， 私は ， ど こ か の 点で 人 間の 生物 的な情 報処 理能力 を超 え

る こ と に な る か も しれ な い と内心 思 っ た ．

　また ， 「IT と e ビ ジ ネス と EVA との 関係 に つ い て 教 えて ほ し い ．」 とい う院生が い た． こ れ

は包括 的で 大 きな問題 で あ る．そ こ で こ の 質問 に は ， 「IT に よ っ てデ ル ・
コ ン ピ ュ

ー タ の よ う

に BTO （Build 　to　Order ： 注文生産）が発 達 し （こ れ は e ビ ジ ネス ）， さ らに サ プ ラ イチ ェ
ー ン

の 全ス テ ッ プで 在庫 が縮小 す る と ， 原価 計算は不要に な りキ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
に よる損益計算が

有効 に な る と と もに ， フ リーキ ャ ッ シ ュ フ ロ
ー

の 額が 高 ま り， そ の 結 果 EVA の 額 も高 まる．」

と理 想郷 の 話 を した ．

　その 他 ， 日本 の 大学 院で の 博士 号の 取得 ル ー
ル は ど うな っ て い るか も彼 らの 関心事で あ っ た．

筑波大学 の 博士 論文に つ い て 工 学系だ か ら査読付 き論文 を 1 点以 上公刊 して い る こ とが 要件 に

な っ て い る こ とや ，内容的に も計量 的 ア プ ロ ーチ が求め られ るが
， 仮説設定で は 理論 的考察が

要求 され る こ とをの べ た． しか し ，
こ の 大学 で は 文科系的 な思弁的 ア プ ロ

ーチ （概念 的 ， 理 論

的 ア プ ロ ーチ）が 支配 的の よ うで あ っ た．最 後 に ， 日本の 大学人 は研 究 費を学外か らどの よ う

に獲得するの か な ど に つ い て も質問が あ っ た．

昼食会

　午後 1 時頃に な っ て ， 院生 教室 を出て ， CREFIGE の 10 人 くらい の 先生 方 と共 に談話室 で昼

食 を共に した． こ れ もブ ッ カ ン 先生 の ア レ ン ジで ある． こ れ は 日本で い う弁当で あ っ た．私 は

ア ヒ ル の 肉と野菜 ， 鮭の マ リネ， そ して パ ン や ケ
ー

キ類の つ い た弁当 をとる． しか し，
や は り

フ ラ ン ス で あ る．別 に ワ イ ン の 大 瓶 が 4 本 くら い と，水 の 大瓶 もそ れ くらい 用意 され
， 赤 ワ イ
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ン を何度 もグ ラス に つ い で くれ た．写真 もた くさん とる．

　ある 老教授 は い う，「昨 日の コ ン フ ァ ラ ン ス で 日本 の経 済が 今 日 とて も悲観的 だ と聞い て き

た ．ゼ ロ 金利 の ため
， 銀行は 貸 し渋 る ．そ れ で 企 業 は 活動で きな い ．」 な ど と．別の 先生 も笑

い なが ら自嘲 的 にい う， 「自分 は三 菱 自動 車 を買 っ たが ，
こ れが倒産 に瀕 し ， 次 に韓 国の 三 星

の 車 を買 っ たが こ れが 大宇 に買収 され た．大宇が つ ぶ れ た の で
， その 後 ， 現代の 車に 変える と ，

こ れ も倒産．」 と、半分 ， 笑 い 話 の よ うな もの だ が ， 「
一
体 どうすれ ば良い とい うの だ」 とい う

か ら ， 私 も 「トヨ タ車 を買 っ て 下 さ い 」 と苦笑 い して い う． これ には彼 ら も納得． さ らに彼 ら

は 「円が 高す ぎる の で ， もっ と低 くすべ きだ」 とい う．私 は ， 円 を切 り下 げ て くれ るな らば ，

日本の メ
ー

カ
ー

は 大い に喜ぶ と切 り返す．

　 ど うもヨ ー
ロ ッ パ で は皆 さん は 日本 の 不況 の 事情 は ， 食事がお い し くな る 話題 の よ うだ ．こ

れ は 80 年代後半の 有名な ジ ョ
ー

ク の 事情 に よ く似 て い る． （墜落 しか けた飛 行機 に 日仏 米 の 3

人 が乗 り合 わせ ， 死ぬ 前に ぜ ひや りた い こ と と して ， フ ラ ン ス 人 は ラ
・

マ ル セ イエ ーズ （フ ラ

ン ス 国歌） を歌わせ て くれ と い い ， 日本人 は 日本 的経営 を一
席ぶ たせ て くれ とい い

， 米 国人 は

「この 憎た ら しい ， 聞 き飽 きた 日本的経営論 を講義す る 日本人 を殺 した い 」 とい っ た ．） 自国の

経済が 良 くな い 時 に，
フ ラ ン ス の ル ノ ー社か ら来た 日産社長 ゴ ー ン氏 の ご 高説 な ど聞きた くも

な い し， 日本企業や 日本政府が取 る べ き不況対策に つ い て 外国人 か らア ドバ イス を受けた くも

ない ． しか し ， 当時の ア メ リカ人 もフ ラ ン ス 人 も私の 話な どあ ま り面白 くなか っ た ろ うが ，我

慢 して よ く聞い て くれ た （注 4）．今度 は こ ちらが 我慢 して 彼 らの 良 い 点 を見習 うべ きか ．

　食後 ，
コ ラ ス 教 授 が ご 自分 の 編集 した 「会計 ， 管理 お よび監査の 百 科事典」 （Encyclop6die

de　Comptabilit6
，
　Contr61e　de　Gestion　et　Audit ） と題 する 1328 ペ ー ジもの 本 （値段 は 650 フ

ラ ン） を私に 恵贈 して 下 さ っ た． こ の 本には ブ ッ カ ン 先生他，本学の 多 くの 先生 方が執筆 して

お られ ， まさ に フ ラ ン ス の 会 計 を代表す る著作 で あ り， 本学 の ス タ ッ フ の 素晴 ら しさ を十 二 分

に示す もの で ある．

再見 （さよ な ら）

　ブ ッ カ ン 先 生 の研 究 室 に戻 っ た と き ， フ ラ ン ス で は会計人 は 「グ ラ ン ゼ コ ール 」 と称する ビ

ジ ネス ・
ス ク

ール で 養成 され て い る こ とをい わ れ た．それ らは実務 的だが 学 問 的 には あ ま り高

くない こ とももらされ た．本学 の 水準や 目的がそ れ ら の 学校 とは大分違うの で あろ う．

　私 が帰 り支度 を して い る時 ， 先生 は ご 自身の 著書 を下 さ り，「また い つ か 1 か 月 くらい 本学

に客員 で 来 られ る とよい で す よ．」 と い っ て 下 さ っ た．私は 3 年後 の停年 の年 に は ， 3 か 月 くら

い の サバ テ ィ カル を も らえ るの で ， そ の 折 に 1 か 月程度の 客員研究員の 滞在 をお 願 い す る か も

しれ ない と頼 む． エ レ ベ ータの 前 まで 送 っ て こ られ たが ， 別れ 際 に 「再見」 （See　you 　someday

again ）とい われ た。2 時半頃 だ っ た ．

　今回 の 海外 出張 で は本務は イ タリヤ （ミ ラノ） で の 仕事 に あ っ た が，そ の つ い で に わ ずか半

日 とはい え ， 初め て フ ラ ン ス の 大 学 の 管理会計学教授 と話 をする機会が 与えられ ， 大変 うれ し

か っ た．短い 時間だ っ たが ， とて も充実 した有意 義な ひ と時 だ っ た と思 う．

　プ ッ カ ン 先生 は じめ ，
コ ラ ス 先生 や そ の 他同僚の 先生方の

， 心 の こ もっ た ホ ス ピタ リテ ィ に

衷心 か ら感謝 した い ．
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パ リ第 9大 学 ブ ッ カ ン教 授 と 日 仏 米の 管理 会計 を論ずる

　 　 　 　 管理会計の 国際 比較の
一
齣

む すび

　本稿 は ， わずか半 日の フ ラ ン ス 管理 会計管見に 過 ぎな い ．私が この 小稿 で の べ た 印象や 見解

は独 断と偏見に満 ちた もの で あろ う．

　 フ ラ ン ス 管理 会 計 の 専 門家 で あ られ る 九州大 学大 下 丈平教授 に よれば ， フ ラ ン ス で は 「グ ラ

ン ゼ コ
ール 」 （Grandes 　Ecoles ： 「大学校」 と訳 され る ） と称する 同国特有 の ビジ ネス 高等教

育シ ス テ ム が あ る． フ ラ ン ス の 会計 （管理会計 を含む）の 本流 は ， そ こで の プ ラ グ マ テ ィ ッ ク

な研究者 たち に あ り，
パ リ第 9 大学の ブ ッ カ ン 教授 の よ うな理論的ある い は思索 的なア プ ロ

ー

チ は フ ラ ン ス で もまだ少 数派 で あ る とい う． い や ， フ ラ ン ス の 大学 に お け る管理会計の 理 論的

研 究 その もの が ， まだ始 ま っ た ばか りで あ る由．

　そ の ような状 況 の 中で ， ブ ッ カ ン教 授の 理 論や考 えは有力で は あ るが ， あ くまで も多 くの フ

ラ ン ス の管理 会計論の 中の ひ とつ に 過 ぎない とい う．大多数は 米国流の プ ラグ マ テ ィ ッ クなア

プ ロ
ー

チ が 多い よ うで ある ．

　 ともあれ
， 私 自身は フ ラ ン ス に お ける 管理会計論 に少 しで も触れ た お陰で

， 日本や ア メ リカ

の 管理会計を多少 とも相対化 して 見れ る よ うに な っ た ． 日本 的管理 会計を絶対視す る こ ともな

くな り， 米国か ぶ れ に な っ て米国の 管理 会計 を絶対 視す る こ ともな くな る ， とい う広 い 視野が

必 要 で あ ろ う．他方で
， 管理 会計 シ ス テ ム の グ ロ ーバ ル な収束化 （同

一
化） があ り， 各国で は

その 様 々 なバ ージ ョ ン が展 開 され て い るに過 ぎない よ うに も見える，

　こ の 小稿が ，わ が 国に お い て もフ ラ ン ス 管理 会計 な ど ， グ ロ
ーバ ル に見て 管理会計の 各国に

お ける 多元 的な発展の ある こ と，さ らにそ れ らの 収束性 もあ る こ との 両面 に読者の 関心 が 向け

られ る な らば ， 望外の 幸せ で あ る ．
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［注　記］

1）Bouquin ，
　H ，（1997）：L α　Comtabilite

’
　de　Gestion，　Presses　Universitaires　de　France．（大下

　 丈平 ・丸田起大共訳 「ブ ッ カ ン ・フ ラ ン ス 管理 会計 」 同文舘 ， 2000 年．）

2）こ こ で の 議論に 出て きた 日仏米の 研究者が近 年の 管理会計 トピ ッ ク ス に対 して 示 した対 応 を

　 ま とめ る と ， 次の ように なる ．

米国 ABC （キ ャ プ ラ ン
， クーパ ー ら）ABC

（活動基 準原価計算） フ ラ ン ス 分析会計にお け る同質的原価 （ブ ッ カ ン）

日本 従 来 の どの 原価 計算の テ キ ス トに も， ABC で い うす

べ て の 原価配賦基準が ある （門田）

バ ラ ン ス ト・ス コ アカード 米 国 BSC （キ ャ プ ラ ン ら）

フ ラ ン ス エ ン ジ ニ ア の 使 うタブロ
ー ・ド ・ボール （プ ッ カン）

日本 方針管理 ・目標管理 （門田）

マ ネジメ ン ト・
コ ン トロ

ール 米国 管 理会計 （R，ア ン ソ ニ
ー

）

フ ラ ン ス 管理会計 よ りはるか に広 く， 管理会 計の ラ イバ ル と

な る （ブ ッ カ ン）

日本 管理会 計 は財務 情報 シ ス テ ム だが ，
マ ネ ジメ ン トの

非財務指標の 管理 シ ス テ ム と矛盾 しな い （門田）

多元 的会計 シ ス テ ム

（「異な る 目的に は 異 な

　 る 原価 を」）

米国 情報評価ア プ ロ ーチ が優勢 （意思決定モ デ ル ァ プ ロ

ーチ も存在す る） （ホ ー ン グ レ ン ）

フ ラ ン ス 財務会計 と分析会計 を結合 した統合的会計情報 シ ス

テ ム
， あ るい は基本 モ デ ル と 目的別モ デ ル か らなる

シ ス テム （ブ ッ カ ン ）

日本 財務会計 と管理会計の 統合 （門田）

米国 FASB 基準 （政府調弁品以 外に 原価計算基準 なし）会計原則 と

　原価計算基 準 フ ラ ン ス プ ラ ン コ ン タ ブル と分析会計

日本 会計原 則 ・商法 ・
証取法と原価計算基 準

EVA 米国 EVA ， オ ール ソ ン ・モ デ ル
， 残余利益 法

フ ラ ン ス EVA （公的企業 に も適用 ）

日本 社内資本金制度の 下 で の 社 内金利制度 （門田）

3）上ukka
，
　K （1998 ）：

“It’s　a 　Small　World 　of 　Management 　Accounting　Practices
，

” Journ α 1　of

　 M α n αgement 　Accounting　Reseαrch
，
　Vol．10

，
　pp ．153−179．

　　 こ の 論文 の 中 でル ッ カ氏 は
， 近年 は管理会計 シ ス テ ム の 設計や

一
般的 なア イデ アが世界的

　 に収束す る傾 向が あ る とい う． こ の よ うな収束 を駆 り立 て る要因 （ドラ イバ ー）は 多様化の

　 要因 を押 し込め て しまう傾向が あ る とい う． また企 業 も管理 会計 シ ス テム を通 じて ユ ニ ーク

　 な競争力 を獲得 しよ うとしな い で ， む しろ それ を使 っ て 自社の オ ペ レー シ ョ ナ ル な （戦略的

　 で は な い ）有効性を高め よ うと して い る よ うだ とい う．

　　 こ こ で 収束を駆 り立 て る ドラ イバ ーに は次の よ うなもの が 挙げ られて い る ．

　 （1）経済的 プ レ ッ シ ャ
ー （グ ロ

ーバ ル な景気変動，市場の 規 制緩 和 ， 国際的競争の 激化 ， 先

　 進的生産技術 （JIT な ど）， 先進的情報技術 （SAP の R3 や ABC の ソ フ ト， イ ン タ
ー

ネ ッ ト，
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パ リ第 9大学 ブ ッ カ ン 教授 と日仏米 の 管理 会 計 を論 ず る
　 　 　 　 管理 会計 の 国際比較 の 一齣

　 イ ン トラ ネ ッ ト， EDI ，
　 LAN バVAN など））， （2）強制的プ レ ッ シ ャ ー （多国 間法規 （EU な

　 ど）， 多国間貿易協定 ， 財務会計法規 の 調和化 ， グ ロ
ーバ ル 企 業の 子会社 へ の 影響付 け ， 本

　 社 の 影響 ）， （3）規範 的 なプ レ シ ャ
ー

（管 理 会計 担 当者の 専 門職 化 ， 大 学の 研究教育）， （4）

　 模倣 の プ レ シ ャ
ー

（ベ ン チ マ
ーキ ン グ ， 国際的 コ ン サ ル タ ン ト会社）． こ れ に対 し ， 多様化

　 の ドラ イ バ ー
に は ， 強制的な もの と して は 国家的法規 国家的制度や規制 （労組，財務会計

　 制度な ど）が あ り， また規範的な もの と して 国民的文化や 企業文化が ある ，

　　 こ の 論文に は 日本の加登　豊教授，河田　信教授，西村　明教授，高寺貞男教授 らが海外

　 で 出版 され た論文 も引用 され て い て ，なか なか 興 味深い ．

4）これ まで 私は ル ノ ー社 に も3 回講演や指導 を行 っ た こ とが あ る．例 えば ，

　 1989 年 11 月 24 日〜 12 月 4 日に は
， ア ル ゼ ンチ ン共和 国 コ ル ドバ に て

　　   ル ノ
ー ・ア ル ゼ ン チ ン社 主催 「JIT 生 産方式の セ ミ ナ

ー」で 研 究 報告 と討論 を行 っ た，

　　   ル ノ ー ・ア ル ゼ ン チ ン社 の 諸工 場の 調査 と指導を行 っ た．

　 1992 年 11 月 15 日〜 18 日には ，
フ ラ ン ス にて パ リの ル ノ ー品 質研 究 所 （lnstitute　Renault

　 de　la　Qualit6）にお ける下記 シ ン ポジ ウム で 講 演 を行 っ た （11月 16 日〜 17 日）．

　　 The 　Third 　Renault 　Volvo 　Symposium
，
　on 　

“TQM 　：　The 　Route　to　the　lean　Corporation
，

”

　　 私 の テ
ー

マ ：
“Target　and 　Kaizen 　Costing　in　Japanese 　Automobile 　Companies ．

”

　 こ の ときの 私の フ ラ ン ス 語論 文は ，短い もの だ が次の プ ロ シ ー
デ ィ ン グ な どに 2 つ 掲載 され

　 て い る ．

　　 Monden
，
　Y ．（1992）：

“ Management 　transversal　des　couts 　chez 　les　constructeurs
，
　auto −

　　　　 mobiles 　japonais，

”Ins七itute　Renault　de　la　Qualit6（ed ）Proeeedings　on 　Quα litα tti

　　　　 Totαle．加 Voie　vers 　 l’Entreprise 側 Ptus　
・Juste（TQM ．　 The　Route　to　the　Le αn

　　　　 Corporα tion）pp ．357−361．

　　 Monden ，　Y ．（1992）：
“ Le　syst 色me 　global　de　gestiQn　des　cofits 　des　constru （teurs 　japon−

　　　　 ais ： la　priorit6　donn6e 　b　la　reduction 　des　cotits
，

” Qualite
’
En 　Mouvement

，
　N °9．

　　　　 pp．66−67
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